
NPO星槎教育研究所 主催  

NPO会員限定 

 

当研究所を利用中の方皆様に配布しています。参加される場合は、申込時にNPO会員であることが必要です。 

 

 

202６年度 NPO 星槎教育研究所 会員(保護者)対象 

親も子も笑顔が増える関わりプログラム 

「社会人になるまでに子どもはどう歩む？」 

～当事者や親の体験事例から、起こるかもしれないことを考えてみましょう～ 

 

 

 

 

 

＜全 2回＞ 

日にち：①202６年１０月 2３日(金) 、 ②202６年 1１月１３日(金) 

時間：両日とも 10：3０～１２：0０ 

講師： 原 真理子（星槎教育研究所 非常勤 ）   

【講師紹介】学校心理士、元小学校校長。ASD の息子をもつ親であり、群馬県にて発達障害児者親の

会代表として研修会や相談会を開催。 

 

場所：星槎教育研究所 

定員：６名（対面方式のご参加をお願いします） 

 

＜内容＞ 

① 「お子さんが社会人になるということ」をめぐる親としての悩みについて一緒に語り合いましょう。また、お子さ

んが直面するかもしれない困難を想像し、その時、親として何ができるか考えましょう。 

② お子さんが社会人になるまでの「困難」を乗り越える方法やいろいろな進路を知り、「幸せと感じる将来とは

何か」 を一緒に考えましょう。 

 

＊資料準備等の関係上、実施1週間前までにお申込ください。 

＊申込は、電話(03-3235-3661)またはメール(tokyo@seisa.ed.jp)で受け付けています。直接スタッフに

声をかけて頂いてもかまいません。 

今の子育てにいろいろ悩む中で、この子は将来どのような道を進んでいくのだろうと考えることはあり

ませんか。それぞれの特性によって、進みやすい進路、進みにくい進路があるかもしれません。「大人が勝

手にレールを引いてもその通りにはならないのが子どもの人生」とは分かっていても、子どもの将来は気

になるもので、何とかしてあげたいと思うのが親心です。 

さて、今回は、特性のある子どもたちが社会人になるまでにどのような道を歩んでいくのか、その中で

親がどのように関わっていくことができるかを一緒に考えていきましょう。今回も発達障害の子どもを育て

てきた経験談やこれまで出会った親子の体験談も含め、一緒に語り合っていきたいと思います。 


